
小林　喜光氏日本化学工業協会会長

月
日
を
「
化
学
の
日
」
に国

際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮

メッセージ

　
消
費
税
増
税
に
伴
い
個
人

消
費
は
落
ち
込
ん
だ
も
の

の
、
日
本
経
済
は
全
体
的
に

緩
や
か
な
回
復
を
み
せ
て
い

ま
す
。
自
動
車
、
家
電
、
住

宅
、
食
品
、
医
薬
品
な
ど
多

様
な
産
業
に
素
材
を
供
給
す

る
化
学
産
業
も
、
多
少
の
バ

ラ
つ
き
は
あ
る
も
の
の
総
じ

て
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
資
源
の

乏
し
い
日
本
の
化
学
産
業
は

原
料
コ
ス
ト
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
の
両
面
で
常
に
大
き

な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
課

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
原
料

に
し
た
米
国
化
学
産
業
の
復

権
や
、
石
炭
を
原
料
に
し
た

中
国
勢
の
台
頭
な
ど
、
さ
ら

に
厳
し
い
生
存
競
争
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

日
本
化
学
工
業
協
会
は
「
安

全
の
強
化
と
水
平
展
開
」

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

と
社
会
へ
の
貢
献
」
「
社
会

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
更
な
る
向
上
」
、
こ
れ
ら

三
つ
を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
安
全
の
強
化
と

水
平
展
開
」
で
す
。
安
全
こ

そ
全
て
に
優
先
す
る
化
学
産

業
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
言

を
俟
ち
ま
せ
ん
。
当
協
会
は

ま

「
保
安
事
故
防
止
」
と
「
労

働
災
害
防
止
」
を
最
重
要
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
過
去
の
事
故

事
例
の
要
因
を
解
析
し
て
防

止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
た
「
事
故
防
止
の
た
め
の

重
点
点
検
項
目
表
」
と
、
こ

こ
数
年
に
発
生
し
た
三
つ
の

大
事
故
の
要
因
や
課
題
、
対

応
策
を
ま
と
め
た
映
像
資
料

を
作
成
し
、
会
員
企
業
の
従

業
員
研
修
な
ど
に
お
い
て
積

極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
と
社
会
へ
の
貢
献
」

で
す
。
世
界
は
複
雑
化
し
、

気
候
変
動
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
、
食
糧
問
題
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
健
康
・
衛

生
問
題
な
ど
、
地
球
規
模
で

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
化
学
産
業
が
こ

れ
ら
に
対
す
る
確
か
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
見

や
技
術
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
、
複
合
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
し
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
次
世
代
の
人

材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
お

り
、
化
学
系
の
博
士
課
程
を

中
心
と
し
た
学
生
へ
の
奨
学

金
交
付
や
就
職
支
援
な
ど
将

来
を
担
う
若
者
た
ち
を
真
摯し

し
ん

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
「
社
会
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る

向
上
」
で
す
が
、
化
学
お
よ

び
化
学
産
業
の
社
会
へ
の
貢

献
に
つ
い
て
人
々
の
理
解
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
、

月

日
を
「
化
学
の

日
、そ
の
日
を
含
む
一
週
間

を
「
化
学
週
間
」
と
定
め
ま

し
た
。
本
年
は
こ
の
時
機
を

活
用
し
、
夢
・
化
学

委
員

会
」

日
本
化
学
会
、
化
学

工
学
会
、
新
化
学
技
術
推
進

協
会
、日
本
化
学
工
業
協
会

が
、
私
自
身
も
講
師
を
務
め

る
高
校
で
の
出
前
授
業
や
、

大
学
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
、
小
中
学
生
向
け
の

「
化
学
の
日
・
子
ど
も
化
学

実
験
シ
ョ
ー
な
ど
、多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

　
来
年
パ
リ
で
開
か
れ
る
気

候
変
動
枠
組
条
約
第

回
締

約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

に

お
い
て
、
２
０
２
０
年
以
降

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

の
国
際
枠
組
み
が
決
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。
当
協
会
は
Ｉ

Ｃ
Ｃ
Ａ

国
際
化
学
工
業
協

会
協
議
会

な
ど
国
際
社
会

と
の
連
携
に
お
い
て
も
し
っ

か
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
地
球
環
境
と
人
間

社
会
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
向
上
に
着
実
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

天野氏 赤 氏中村氏

ノーベル物理学賞青色ＬＥＤ開発の３氏に

未開拓材料の探求続く光への変換効率向上も課題☆☆

　
２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
は
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
開
発
し
た
赤

勇
名
城
大
学
教
授
、
天
野
浩
名

古
屋
大
学
教
授
、
中
村
修
二
米

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
教
授
の
３
人
に
授

与
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

同
賞
受
賞
は

年
の
南
部
陽
一

郎
米
シ
カ
ゴ
大
学
名
誉
教
授

米
国
籍

、
小
林
誠
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
の
特

別
栄
誉
教
授
、
益
川
敏
英
名
古

屋
大
学
特
別
教
授
以
来
、
６
年

ぶ
り
。

　
赤

教
授
は
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
材

料
で
あ
る
窒
化
物
半
導
体
の
研

究
分
野
を
開
拓
。
天
野
教
授
は

赤

教
授
の
弟
子
に
あ
た
り
、

学
部
時
代
か
ら
二
人
三
脚
で
窒

化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ
ａ
Ｎ

青
色

発
光
デ
バ
イ
ス
の
研
究
に
従
事

し
、
Ｇ
ａ
Ｎ
の
ｐ
型
化
に
世
界

で
初
め
て
成
功
し
た
。
中
村
教

授
は
同
材
料
を
使
っ
た
青
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
初
め
て
製
品
化
。
今

回
、
高
輝
度
で
長
寿
命
な
青
色

発
光
素
子
の
開
発
に
対
す
る
３

氏
の
先
駆
的
な
研
究
が
評
価
さ

れ
た
。

　
既
に
実
用
化
さ
れ
て
い
た
赤

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
緑
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
加

え
て
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
で
光
の
３
原
色
が
完
成

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
照
明
の
ほ
か
、
ブ
ル
ー
レ
イ

デ
ィ
ス
ク
、
フ
ル
カ
ラ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
、
信
号
灯
な
ど
に
適

用
が
進
み
、
現
代
社
会
に
欠
か

せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
受
賞
が
決
ま
っ
た
後
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、
赤

教
授
は
今

後
に
つ
い
て
「
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ
ａ
Ｎ

と
い
う
半
導
体
に

は
兄
弟
分
の
材
料
が
あ
り
、
ま

だ
未
開
拓
。
こ
れ
か
ら
も
探
求

し
た
い
」
と
研
究
活
動
に
意
欲

を
み
せ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
分
野
の
当

面
の
研
究
課
題
と
し
て
、
５
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
電
力
か
ら

光
へ
の
変
換
効
率
を
、
６
割
に

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
化

学
産
業
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
と
い
え
る
。

　
国
内
化
学
業
界
で
始
ま
っ
た
石
油
化
学
基
礎
原
料
エ
チ
レ
ン
生
産
再
編
の
効
果
が

出
始
め
た
。
１
―
８
月
の
国
内
生
産
量
は
前
年
並
み
な
が
ら
５
月
に
三
菱
化
学
鹿
島

事
業
所
の
設
備
１
基

年
産
能
力

万

が
停
止
し
た
こ
と
で
国
内
エ
チ
レ
ン
生

産
設
備
の
平
均
稼
働
率
は
高
稼
働
率
を
維
持
。
さ
ら
に
国
内
で
２
基
が
停
止
す
る
２

０
１
６
年
ま
で
は
高
稼
働
率
を
継
続
で
き
そ
う
だ
。
だ
が
、

年
以
降
、
北
米
の
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
や
中
国
の
石
炭
由
来
の
安
い
化
学
品
生
産
が
本
格
化
す
る
見
通
し
。
国

内
生
産
へ
の
影
響
も
予
想
さ
れ
る
中
、
各
社
は

年
以
降
を
見
据
え
た
次
の
一
手
を

打
ち
始
め
て
い
る
。

エ
チ
レ
ン
生
産
高
稼
働
率
維
持
高
機
能
製
品
で
差
別
化
へ

三
菱
化
学
の
エ
チ
レ
ン
設
備
１
基

が
停
止
し
た
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

国内エチレンの生産と内需

化学市場の動向
競争力強化へ次の一手
（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 １０月２３日 木曜日 　　

　
石
油
化
学
工
業
協
会

石

化
協

が
ま
と
め
た
１
―
８

月
の
国
内
生
産
は
、
前
年
同

期
比
０
・
１
％
増
の
４
３
８

万
４
２
０
０

と
微
増
に
と

ど
ま
っ
た
。
だ
が
、
８
月
の

国
内
生
産
設
備
の
平
均
稼
働

率
は
前
月
比
１
・
３

増
の

・
３
％
と
、
９
カ
月
連
続

で
損
益
分
岐
点
の
目
安
と
な

る

％
を
上
回
っ
た
。

　
石
化
協
の
浅
野
敏
雄
会
長

旭
化
成
社
長

は
「
需
要

に
一
服
感
が
あ
る
が
総
じ
て

穏
や
か
な
回
復
が
継
続
し
て

い
る
。
９
月
以
降
も
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
タ
イ
ト
感
が
続
き

稼
働
率

％
台
を
維
持
す
る

だ
ろ
う
」
と
の
見
通
し
を
示

す
。

　
要
因
は
三
菱
化
学
鹿
島
事

業
所
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た

国
内
エ
チ
レ
ン
生
産
再
編

だ
。

年
５
月
に
は
住
友
化

学
が
千
葉
工
場

千
葉
県
市

原
市

の
設
備

年
産
能
力

万

、

年
春
に
は
旭

化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
が
水
島
製

造
所

岡
山
県
倉
敷
市

の

設
備

同

万
３
０
０
０

を
止
め
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、

年
の
国

内
エ
チ
レ
ン
年
産
能
力
は
現

状
比
２
割
減
の
６
０
０
万

に
減
少
。
国
内
需
要
５
０
０

万

に
輸
出
量
１
０
０
万

を
含
む
現
在
の
年
間
需
要
と

ほ
ぼ
同
じ
能
力
と
な
る
た

め
、
理
論
上
は
平
均
稼
働
率

％
超
が
続
く
見
込
み
だ
。

　
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
で
生

産
す
る
基
礎
原
料
を
使
う
汎

用
樹
脂
生
産
の
再
編
も
加
速

し
て
い
る
。
三
菱
化
学
子
会

社
の
日
本
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は

４
月
に
川
崎
工
場

川
崎
市

川
崎
区

で
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
生
産
設
備
の
第
２
系

列

年
産
能
力
５
万
２
０
０

０

を
停
止
。

年
３
月

に
鹿
島
工
場

茨
城
県
神
栖

市

の
直
鎖
状
低
密
度
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
の
第
２

系
列

同
９
万
２
０
０
０

を
停
止
す
る
。

　
三
井
化
学
子
会
社
の
プ
ラ

イ
ム
ポ
リ
マ
ー
は

年
末
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

Ｐ
Ｅ

年

産
能
力
を

年
比

％
減
の

万

、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

Ｐ
Ｐ

を
同

％
減
の
１

１
８
万

に
削
減
す
る
。
こ

の
結
果
、
同
社
の
Ｐ
Ｅ
設
備

の
稼
働
率
は

年
比

増

の

％
、
Ｐ
Ｐ
は
同
５

増

の

％
に
増
え
そ
う
だ
。

　
た
だ
、

年
以
降
、
北
米

で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
、
中
国
で

石
炭
由
来
の
化
学
品
生
産
が

本
格
化
す
る
見
通
し
。
割
高

な
石
油
由
来
原
料
を
輸
入
す

る
国
内
生
産
設
備
は
コ
ス
ト

面
で
大
き
く
劣
り
、
海
外
産

の
安
い
化
学
品
の
流
入
を
招

く
恐
れ
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対

応
す
る
国
内
各
社
の
戦
略
は

世
界
に
誇
る
触
媒
・
生
産
プ

ロ
セ
ス
技
術
を
生
か
し
た
汎

用
樹
脂
の
高
機
能
化
だ
。
耐

熱
性
や
耐
候
性
を
高
め
る
こ

と
で
自
動
車
や
電
子
機
器
の

部
材
原
料
に
採
用
さ
れ
れ
ば

海
外
産
の
安
い
化
学
品
と
差

別
化
で
き
る
。
高
機
能
製
品

の
生
産
比
率
を
高
め
る
こ
と

が
コ
ス
ト
競
争
力
に
劣
る
国

内
汎
用
樹
脂
生
産
拠
点
の
生

き
残
り
策
と
な
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
戦
略
が
同

じ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
あ
る
同

業
他
社
、
石
油
精
製
メ
ー
カ

ー
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
競

争
力
強
化
だ
。
国
内
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
多
く
は
１
９
６
０

―

年
代
に
建
設
さ
れ
、
老

朽
化
対
策
も
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
戦
略
を

推
進
す
る
た
め
に
も
官
民
一

体
と
な
っ
た
研
究
開
発
、
事

業
再
編
促
進
策
が
求
め
ら
れ

る
。


